
庶始時代に逆もどbL,人 口も何百万分の-VC減らさなければならか^だろうO 私たら地理を学ぶ

者は.自然の保護 と自然環境の保全 とが,その立場を異vcすることをわきまえて,V)わゆる進歩的

文化人た らのVlう空虚な主張 と,実際の社会生活を営んでLJlる人たらの切実な要求 とを,聞 きわけ

るだけの識見や能力を身につけたVlものである｡

ヨーロッパで思 うこと

大和田 順 子

レオナル ド.ダ.ピンチ空港からパスで1時間,ロ-マ市内に入 ると,アパー ト群が立 ち並んで

いる. こa)アパー トの高さは大体 4牌乃望 5階,地域の高低に上って 4牌だった 95階だった bし

てhて,建物の高さがほほ一定 している. 日本のように,ところどころVC48階建があった915

階建があった りしてV,るの とは らが って,高さのデコポコが少なV,｡これは法律で高さの基準が き

められてV,るとのことであったOそ してアパー トのすべての窓という窓辺には,花が美 しくかざら

れていたO赤いゼラニウムと真紅のバラの花が多か ったが,地中海性気候の澄み きった紺青の空 と

あかるh太陽の下に,せことに美 しい調和をなしていた0 日本のようにすべての窓が洗濯物のオン

パレー ドとは らがっている.

スイスでは:なおさら美 しい｡国全体が観光に気をつかってV'るせvlか,すべてが公園の上うに整

備されてLJlて,紙 くず一つ落 ちていなかったo イク リヤやイギリスでは大分紙 くずの散らかってい

るのを見かけたが,スイスではほ とんど見られなVl. これは毎 日早朝道路清掃人が掃除をするか ら

だということだった｡そして各家庭の窓辺はやは b美 しL̂花で飾られてお9,庭には花が真紅に黄

色に美 しく咲 き誇っていた｡私の行 った時期が観光のシーズンであったせいもあるが,スイスの人

達は自分達が生活 して楽しいだけでな く,それを眺める人達にもこころ上Ln気持を与えるよう心づ

かいを してかD,生活の余裕と豊かさを如実に示 していた.

フランスやベルギー,オランダでも同様であった｡ベルギーや オランダの あたDになると位置が

かなと月ヒKなるので気温が低 くなるせV,か,花は家の外の窓辺ではなく,室内の窓のあた針に飾 ら

れ るように在るO したが って,忍枠の色 とか カーテン e)色 とかが外から眺めて気になるので,窓枠

の色 とかカーテンの色が法律で きめられているとか,いろいろと凝 った模様の白V'レースのカーテ

ンが とても印象的だった. 勿論洗濯物など干 してLOなLn.洗濯物を外に干すことので きる日は月曜
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日だけときめられてお D.国民みん ながそれを守 ってVlる｡

このようvc国全体が観光vc気を使ってお 9, 日分速だけが生活 してゆければ何で も上い,他人は

一切かかまいなしというのではなく,他人が外から眺 めても気分が良V}上うに配慮 して,国全体が

調和 と統一の美をなしているOさすがは生活の余裕 と歴史の重みのあるヨー ロッパだなと感心させ

られたoわが国で も, この ようなヨー ロ,パの良V,点はまねて,できるだけ花LJlっばha)生活をす

るよう,建物VCは高さの基準を きめるよう,そ して紙 くずを散 らかさない 上うにするなどすれば.

少 しずっでも私達の生活vcうるほV,を持っことがで き,暮 し易 くなるa)ではなV,だろうか.

ゾ ウの道 とコカ コー ラ

門 村 浩

束アフリカのケニアでの地形調査のとき.たい-んお世話になったものの中に,ゾウの道 とコカ

コー ラなどビン詰 めの清涼飲料水があるO これ ら2つのものは,ある意味で東アフリカの現代にお

ける状況を象徴 してVlる.

1971年に再度ケニアを訪れた目的のひとつは,熱帯半乾燥地域における基盤岩の風化断面の

特徴を調べ,その地形形成に果たす役割を検討することであった｡ このため,-ソマ一夜麗源とす

る簡易地護探査を,ペデ ィメン トや基盤岩を切る平原の上で行なったO時期 けら上うど乾季であっ

たので,乾性サバンナやブッシュラン ドであれば草が枯れてhるので,どこ-でも簡単に測線が展

開で きると考えていた. ところが.地図や空中写真上で選んだ現場に行 ってみると,有利性の背丈

の低いブッシ ュが意外vc密生 してか9,測線を思 ったエうKは展開で きないO トゲにさされながら

適当な場所はなV,かと探 しているうらに眼にとまったのが,ブッシュの中を縦横に走っているゾウ

の道である.中vcは,まだ真新 しhフンのころが っているも0.もあrD.ゾウが近 くにいることが予想

される場合 もあったが,恩V}きって作業をすすめることにしたO ゾウの道は,決 して真直 ぐではな

かったが,それでも作業の能率を大いに上げさせて くれた.

ところで,束 アフ I)カの国立公園では,前にも書いた (地理 17巻5号 )ように,ゾウの過集中

に起凶する植生の破壊に悩 まされている｡人間の活動範囲の拡大に エa. ゾウの主たる生息傾城が

国立公園のような狭い地域に限定されたためである. ツ 丁ポ国立公園では,空 中写真でみ ると,ウ

ォーター ･ホー}t･から無数のゾウの道が放射状につけられているところがある｡ これは.植生が破
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